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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中継方式を使用する無線通信システムにおける中継局の再送信方法であって、
　下位ノードがデータを送信するためのスケジューリング情報を確認する過程と、
　前記スケジューリング情報に従って、前記下位ノードからデータを受信する過程と、
　前記データに対するエラー発生の有無を確認する過程と、
　前記データのエラー発生の有無を表す情報を生成する過程と、
　前記生成されたエラー発生の有無を表す情報を上位ノードに送信する過程と、
　前記送信されたエラー発生の有無を表す情報が前記上位ノードにデータにエラーがない
ことを知らせるＡＣＫである場合に、前記上位ノードから受信されるスケジューリング情
報を確認する過程と、
　前記スケジューリング情報に従って、前記下位ノードから受信されたデータを前記上位
ノードに送信する過程と、
　前記上位ノードから再送信要請信号が受信される場合に、前記データを前記上位ノード
に再送信する過程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記スケジューリング情報を確認する過程は、
　前記上位ノードから前記スケジューリング情報を受信する過程を含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記スケジューリング情報を確認する過程は、
　前記上位ノードから前記下位ノードに送信されるスケジューリング情報を聴取して、前
記スケジューリング情報を確認する過程を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、エラー発生の有無を報告するために定義された物
理チャネル、制御メッセージ、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ Ａｃｃｅｓｓ Ｃｏｎｔｒｏｌ）サブ
ヘッダ、ＭＡＣヘッダのうちのいずれか一つの形態で構成されることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、前記中継局の識別子情報、前記中継局にデータを
送信した下位ノードの識別子情報、前記下位ノードから受信されたデータブロックを区分
するための固有のシーケンス値情報、前記シーケンス値に従ったデータブロックのエラー
発生の有無を表す指示情報のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記指示情報は、
　前記データにエラーが発生した場合に、エラー発生情報を表すＮＡＣＫを含み、前記デ
ータにエラーが発生しない場合には、エラーがないことを表すＡＣＫを含むことを特徴と
する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、ＭＡＣ再送信を行う場合に、前記中継局の接続識
別子（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ＩＤ）情報、前記中継局にデータを送信した下位ノードの
接続識別子情報、前記下位ノードから受信されたデータブロックを区分するための固有の
シーケンス値を表すＢＳＮ（Ｂｌｏｃｋ Ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ｎｕｍｂｅｒ）情報、再送信
技法の種類情報、前記ＢＳＮに従ったデータブロックのエラー発生の有無を表す指示情報
のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、物理階層の再送信を行う場合に、前記中継局の接
続識別子情報、前記中継局にデータを送信した下位ノードの接続識別子情報、前記下位ノ
ードから受信されたデータブロックの固有のシーケンス値を表すために、データチャネル
の固有番号を表すＡＣＩＤ（ＨＡＲＱ Ｃｈａｎｎｅｌ ＩＤ）情報、前記ＡＣＩＤ内でサ
ブデータブロックの固有番号を表すＳＰＩＤ（Ｓｕｂ Ｐａｃｋｅｔ ＩＤ）情報、前記デ
ータが再送信されたか否かを表すＡＩ＿ＳＮ（ＡＲＱ Ｉｄｅｎｄｉｆｉｅｒ＿Ｓｅｑｕ
ｅｎｃｅ Ｎｕｍｂｅｒ）情報、再送信技法の種類情報、データブロックのエラー発生の
有無を表す指示情報のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、フレーム構造に応じてアップリンクサブフレーム
にデータのエラー発生の有無を表すメッセージを送信するために割り当てられた領域を介
して、前記上位ノードに送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記生成された情報を送信する過程は、
　前記上位ノードから受信されたスケジューリング情報から、前記エラー発生の有無を表
す情報を送信するための制御情報を確認する過程と、
　前記制御情報に従って、前記エラー発生の有無を表す情報を前記上位ノードに送信する
過程と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記制御情報は、前記エラー発生の有無を表す情報を送信するための時点情報と、前記
エラー発生の有無を表す情報を送信するための資源割り当て情報と、のうち少なくとも１
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つを含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記データを再送信する過程は、
　前記上位ノードからＮＡＣＫが受信される場合に、前記上位ノードから受信されるデー
タを再送信するためのスケジューリング情報を確認する過程と、
　前記スケジューリング情報に従って、前記データを前記上位ノードに再送信する過程と
、を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データを再送信する過程は、
　データを再送信するためのスケジューリング情報が前記上位ノードから受信される場合
に、前記スケジューリング情報に従って前記データを前記上位ノードに再送信する過程を
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　データの再送信を行う場合に、前記再送信のための有効時間を確認する過程と、
　前記有効時間が満了すると、前記データの再送信を終了する過程と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　中継方式を使用する無線通信システムにおける基地局の再送信方法であって、
　中継局が下位ノードから受信されたデータのエラー発生の有無を表す情報を送信するた
めのスケジューリング情報を、前記中継局に送信する過程と、
　前記スケジューリング情報に従って、前記中継局からエラー発生の有無を表す情報が受
信されているか否かを確認する過程と、
　前記中継局からエラー発生の有無を表す情報が受信されると、当該エラー発生の有無を
表す情報から、前記中継局で下位ノードから受信されたデータにエラーが発生したか否か
を確認する過程と、
　前記中継局からデータにエラーがないことを表すＡＣＫが受信された場合に、前記中継
局が前記下位ノードから受信されたデータを送信できるように、スケジューリング情報を
前記中継局に送信する過程と、
　前記スケジューリング情報に従って前記中継局からデータが受信されると、該受信され
たデータに対するエラー発生の有無を確認する過程と、
　前記データにエラーが発生した場合に、前記中継局に前記データの再送信を要請する過
程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記下位ノードがデータを送信するためのスケジューリング情報を、前記下位ノードと
中継局のうち少なくとも一つのノードに送信する過程をさらに含み、
　前記下位ノードがデータを送信する時点を考慮して、前記エラー発生の有無を表す情報
の送信のためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程を含むことを特徴とす
る請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、エラー発生の有無を報告するために定義された物
理チャネル、制御メッセージ、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ Ａｃｃｅｓｓ Ｃｏｎｔｒｏｌ）サブ
ヘッダ、ＭＡＣヘッダのうちのいずれか一つの形態で構成されることを特徴とする請求項
１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、前記エラー発生の有無を表す情報を送信する中継
局の識別子情報、前記中継局にデータを送信した下位ノードの識別子情報、前記下位ノー
ドから受信されたデータブロックを区分するための固有のシーケンス値情報、前記シーケ
ンス値に従ったデータブロックのエラー発生の有無を表す指示情報のうち、少なくとも１
つを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
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　前記エラー発生の有無を表す情報は、ＭＡＣ再送信を行う場合に、前記エラー発生の有
無を表す情報を送信する中継局の接続識別子情報、前記中継局にデータを送信した下位ノ
ードの接続識別子情報、前記下位ノードから受信されたデータブロックを区分するための
固有のシーケンス値を表すＢＳＮ情報、再送信技法の種類情報、前記ＢＳＮに従ったデー
タブロックのエラー発生の有無を表す指示情報のうち、少なくとも１つを含むことを特徴
とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記エラー発生の有無を表す情報は、物理階層の再送信を行う場合に、前記エラー発生
の有無を表す情報を送信する中継局の接続識別子情報、前記中継局にデータを送信した下
位ノードの接続識別子情報、前記下位ノードから受信されたデータブロックの固有のシー
ケンス値を表すために、データチャネルの固有番号を表すＡＣＩＤ（ＨＡＲＱ Ｃｈａｎ
ｎｅｌ ＩＤ）情報、前記ＡＣＩＤ内でサブデータブロックの固有番号を表すＳＰＩＤ（
Ｓｕｂ Ｐａｃｋｅｔ ＩＤ）情報、前記データが再送信されたか否かを表すＡＩ＿ＳＮ（
ＡＲＱ Ｉｄｅｎｄｉｆｉｅｒ＿Ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ｎｕｍｂｅｒ）情報、再送信技法の種
類情報、データブロックのエラー発生の有無を表す指示情報のうち、少なくとも１つを含
むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記中継局に再送信を要請する過程は、
　前記中継局にエラーが発生したことを知らせるＮＡＣＫを送信する過程と、
　前記データを再送信するためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程と、
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　前記中継局に再送信を要請する過程は、
　前記データを再送信するためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程を含
むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　データの再送信を行う場合、当該再送信のための有効時間を確認する過程と、
　前記有効時間が満了すると、前記データの再送信を終了する過程と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２４】
　前記中継局から受信されたデータにエラーが発生しない場合に、当該データにエラーが
発生しなかったことを表す情報を、前記中継局と下位ノードのうち、少なくとも一つのノ
ードに送信する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　前記エラー発生の有無を表す情報の送信のためのスケジューリング情報は、前記中継局
が前記下位ノードから受信したデータに対するエラー発生の有無を表す情報を送信するた
めの時点情報と、エラー発生の有無を表す情報を送信するための資源割り当て情報と、の
うち少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　前記中継局からデータにエラーがないことを表すＡＣＫが受信された場合に、前記端末
に、前記データにエラーが発生しなかったことを知らせるＡＣＫを送信する過程をさらに
含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２７】
　中継方式を使用する無線通信システムにおける中継局の再送信装置であって、
　下位ノードから受信されるデータのエラーを検査するための検査部と、
　前記エラーのないデータを格納するためのデータキューと、
　上位ノードからの再送信要請に応じて、前記データの再送信を制御するための再送信制
御機と、
　前記下位ノードから受信されるデータのエラー発生の有無を表す情報を生成するための
情報生成部と、
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　前記エラー発生の有無を表す情報を上位ノードに送信するための送信部と、
　を備え、
　前記送信部は、前記エラー発生の有無を表す情報として前記上位ノードにデータにエラ
ーがないことを知らせるＡＣＫを送信した場合に、前記上位ノードから受信されるスケジ
ューリング情報に従って、前記下位ノードから受信されたデータを前記上位ノードに送信
し、前記上位ノードから再送信要請信号が受信されると、前記データを前記上位ノードに
再送信すること
　を特徴とする装置。
【請求項２８】
　前記情報生成部は、エラー発生の有無を報告するために定義された物理チャネル、制御
メッセージ、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ Ａｃｃｅｓｓ Ｃｏｎｔｒｏｌ）サブヘッダ、ＭＡＣヘ
ッダのうちのいずれか一つの形態で、エラー発生の有無を表す情報を生成することを特徴
とする請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記情報生成部は、前記中継局の識別子情報、前記中継局にデータを送信した下位ノー
ドの識別子情報、前記下位ノードから受信されたデータブロックを区分するための固有の
シーケンス値情報、前記シーケンス値に従ったデータブロックのエラー発生の有無を表す
指示情報のうち、少なくとも１つを含むエラー発生の有無を表す情報を生成することを特
徴とする請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記情報生成部は、ＭＡＣ再送信を行う場合に、前記中継局の接続識別子情報、前記中
継局にデータを送信した下位ノードの接続識別子情報、前記下位ノードから受信されたデ
ータブロックを区分するための固有のシーケンス値を表すＢＳＮ情報、再送信技法の種類
情報、前記ＢＳＮに従ったデータブロックのエラー発生の有無を表す指示情報のうち、少
なくとも１つを含むエラー発生の有無を表す情報を生成することを特徴とする請求項２７
に記載の装置。
【請求項３１】
　前記情報生成部は、物理階層の再送信を行う場合に、前記中継局の接続識別子情報、前
記中継局にデータを送信した下位ノードの接続識別子情報、前記下位ノードから受信され
たデータブロックの固有のシーケンス値を表すために、データチャネルの固有番号を表す
ＡＣＩＤ（ＨＡＲＱ Ｃｈａｎｎｅｌ ＩＤ）情報、前記ＡＣＩＤ内でサブデータブロック
の固有番号を表すＳＰＩＤ（Ｓｕｂ Ｐａｃｋｅｔ ＩＤ）情報、前記データが再送信され
たか否かを表すＡＩ＿ＳＮ（ＡＲＱ Ｉｄｅｎｄｉｆｉｅｒ＿Ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ｎｕｍｂ
ｅｒ）情報、再送信技法の種類情報、データブロックのエラー発生の有無を表す指示情報
のうち、少なくとも１つを含むエラー発生の有無を表す情報を生成することを特徴とする
請求項２７に記載の装置。
【請求項３２】
　前記再送信制御機の制御下において、前記データキューに格納されたデータを用いて、
前記基地局に再送信するためのデータを生成するデータ生成部をさらに備え、
前記送信部は、前記データ生成部で生成されたデータを前記基地局に送信することを特徴
とする請求項２７に記載の装置。
【請求項３３】
　前記データの再送信を行う場合に、再送信のための有効時間を管理する再送信タイマー
をさらに備え、
　前記再送信制御機は、前記再送信有効時間が終了する場合に、前記データの再送信を終
了することを特徴とする請求項２７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおいて自動再送信要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒ
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ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ：以下、ＡＲＱと略する）を行うための装置及び
方法に関し、特に、中継方式を使用する無線通信システムの中継局でＡＣＫ又はＮＡＣＫ
情報をアップリンクに送信するための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムにおいては、データを送信する無線資源のチャネル状態により、デー
タのエラーが発生しうる。このようなエラーに対する制御及び復元技術は、大きく、ＡＲ
Ｑ技法とＦＥＣ（Ｆoward　Ｅｒｒｏｒ　Ｃorrection）技法とに分けられる。ここで、Ａ
ＲＱ技法は、受信端で損失されたデータの再送信を送信端に要請する技法である。一方、
ＦＥＣ技法は、受信端で損失されたデータに対するエラーを訂正する技法である。
【０００３】
　無線通信システムにおいてＡＲＱ技法を使用する場合に、受信端は、受信されたパケッ
トを復号してエラーが発生したか否かを確認する。このとき、受信されたパケットにエラ
ーが発生していない場合には、受信端は、送信端にＡＣＫ信号を送信する。一方、受信さ
れたパケットにエラーが発生した場合には、受信端は、送信端にＮＡＣＫ信号を送信する
。
【０００４】
　送信端は、受信端からＡＣＫ信号が受信されると、新たなパケットを送信する。一方、
受信端からＮＡＣＫ信号が受信されると、送信端は、受信端にエラーが発生したパケット
を再送信する。
【０００５】
　上述のような無線通信システムのＡＲＱ技法は、図１に示したように行われる。
【０００６】
　図１は、従来の技術による無線通信システムの再送信手順を示している。
【０００７】
　図１に示すように、無線通信システムの基地局１００は、端末１０２にアップリンクデ
ータを送信するためのスケジューリング情報を送信する（ステップＳ１１１）。
【０００８】
　端末１０２は、スケジューリング情報が受信されると、当該スケジューリング情報に従
って基地局１００にアップリンクデータを送信する（ステップＳ１１３）。
【０００９】
　以後、基地局１００は、端末１０２から受信したアップリンクデータのエラー検査を行
う（ステップＳ１１５）。
【００１０】
　このとき、アップリンクデータにエラーが発生した場合には、基地局１００は、端末１
０２にアップリンクデータの再送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する(ステップ
Ｓ１１７）。
【００１１】
　続いて、基地局１００は、当該データを再送信するためのスケジューリング情報を端末
１０２に送信する（ステップＳ１１９）。
【００１２】
　端末１０２は、当該スケジューリング情報が受信されると、このスケジューリング情報
に従って基地局１００にアップリンクデータを再送信する（ステップＳ１２１）。
【００１３】
　続いて、基地局１００は、端末１０２から受信したデータのエラー検査を行う（ステッ
プＳ１２３）。
【００１４】
　ここで、当該アップリンクデータにエラーがない場合には、基地局１００は、端末１０
２にＡＣＫメッセージを送信する（ステップＳ１２５）。
【００１５】
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　近年、無線通信システムは、セルのエッジ（境界）や陰影地域に位置する端末にさらに
優れた無線チャネルを提供するために、中継局を用いた中継方式を使用する。すなわち、
中継方式を使用する無線通信システムは、中継局を用いて基地局と端末との間で送受信す
るデータを中継することにより、基地局と端末との間にさらに優れた無線チャネルを提供
することができる。
【００１６】
　したがって、中継方式を使用する無線通信システムでは、中継局を用いたＡＲＱの遂行
方法が必要とされる。
【特許文献１】韓国特許公開公報第2006-0076904号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、中継方式を使用する無
線通信システムにおいて自動再送信要請を行うための装置及び方法を提供することにある
。
【００１８】
　本発明の他の目的は、中継方式を使用する無線通信システムの中継局においてアップリ
ンク中継データに対するエラー発生の有無を基地局に報告するための装置及び方法を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記の目的を達成すべく、本発明による中継方式を使用する無線通信システムにおける
中継局の再送信方法は、中継局が、下位ノードからのデータを送信するためのスケジュー
リング情報を確認する過程と、前記スケジューリング情報に従って、前記下位ノードから
データを受信する過程と、前記データに対するエラー発生の有無を確認する過程と、前記
データのエラー発生の有無を表す情報を生成する過程と、前記生成されたエラー発生の有
無を表す情報を上位ノードに送信する過程と、前記送信されたエラー発生の有無を表す情
報が前記上位ノードにデータにエラーがないことを知らせるＡＣＫである場合に、前記上
位ノードから受信されるスケジューリング情報を確認する過程と、前記スケジューリング
情報に従って、前記下位ノードから受信されたデータを前記上位ノードに送信する過程と
、前記上位ノードから再送信要請信号が受信される場合に、前記データを前記上位ノード
に再送信する過程と、を含むことを特徴とする。
 
【００２０】
　また、本発明による中継方式を使用する無線通信システムにおける基地局の再送信方法
は、中継局が下位ノードから受信されたデータのエラー発生の有無を表す情報を送信する
ためのスケジューリング情報を、前記中継局に送信する過程と、前記スケジューリング情
報に従って、前記中継局からエラー発生の有無を表す情報が受信されているか否かを確認
する過程と、前記中継局からエラー発生の有無を表す情報が受信されると、当該エラー発
生の有無を表す情報から、前記中継局で下位ノードから受信されたデータにエラーが発生
したか否を確認する過程と、前記中継局からデータにエラーがないことを表すＡＣＫが受
信された場合に、前記中継局が前記下位ノードから受信されたデータを送信できるように
、スケジューリング情報を前記中継局に送信する過程と、前記スケジューリング情報に従
って前記中継局からデータが受信されると、該受信されたデータに対するエラー発生の有
無を確認する過程と、前記データにエラーが発生した場合に、前記中継局に前記データの
再送信を要請する過程と、を含むことを特徴とする。
 
【００２１】
　また、本発明による中継方式を使用する無線通信システムにおける中継局の再送信装置
は、下位ノードから受信されるデータのエラーを検査する検査部と、前記エラーのないデ
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ータを格納するためのデータキューと、上位ノードからの再送信要請に応じて、前記デー
タの再送信を制御する再送信制御機と、前記下位ノードから受信されるデータのエラー発
生の有無を表す情報を生成する情報生成部と、前記エラー発生の有無を表す情報を上位ノ
ードに送信する送信部と、を備え、前記送信部は、前記エラー発生の有無を表す情報とし
て前記上位ノードにデータにエラーがないことを知らせるＡＣＫを送信した場合に、前記
上位ノードから受信されるスケジューリング情報に従って、前記下位ノードから受信され
たデータを前記上位ノードに送信し、前記上位ノードから再送信要請信号が受信されると
、前記データを前記上位ノードに再送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、中継方式を使用する無線通信システムの中継局が、端末から受信した
アップリンク信号に対するエラー発生の有無を基地局に報告して自動再送信要請（ＡＲＱ
：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ）を行うことに
よって、基地局は、中継局からエラーのない信号のみを受信して、無線資源の浪費を減少
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、添付図面に基づき詳細に説明する。そして、本
発明を説明するにあたり、関連した公知機能又は構成に対する具体的な説明が本発明の要
旨を不明にすると判断される場合には、その詳細な説明は省略する。
【００２４】
　以下、本発明の実施形態として、中継方式を使用する無線通信システムにおいてＡＲＱ
を行う場合に、中継局で中継データのエラー発生の有無を上位ノードに報告するための技
術について説明する。換言すると、中継方式を使用する無線通信システムの中継局が、下
位ノードから受信したアップリンクデータのエラー発生の有無を、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
を用いて上位ノードに報告するための技術について説明する。ここで、上位ノードは、基
地局又は上位中継局を意味するが、以下の説明では、基地局を例に挙げて説明する。また
、下位ノードは、端末又は下位中継局を意味するが、以下の説明では端末を例に挙げて説
明する。
【００２５】
　以下の説明では、直交周波数分割多重接続（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を使用する無線通信シス
テムを例に挙げて説明するが、本発明は、他の多重接続方式の通信システムにも同様に適
用可能である。
【００２６】
　中継方式の無線通信システムでは、図２に示すように、中継局を用いて基地局と端末と
の間で送受信される信号を中継する。
【００２７】
　図２は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムの構成を示し
ている。
【００２８】
　図２を参照すると、無線通信システムにおいて基地局２００のサービス領域に含まれる
端末２２０は、基地局２００と直接リンクを介して、該基地局２００からサービスを提供
される。しかしながら、端末２２０が基地局２００のサービス領域の外郭（すなわちセル
の境界域）に位置する場合には、基地局２００と端末２２０との間のチャネル状態が劣悪
であるため、基地局２００は、高速のデータチャネルを端末２２０に提供することができ
ない。
【００２９】
　したがって、基地局２００は、中継局２１０を経由することによって、端末２２０のよ
うにチャネル状態の劣悪な端末に高速のデータチャネルを提供する。例えば、ダウンリン
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クの場合に、端末２２０は、中継局２１０を介して基地局２００からの高速のデータを受
信する。このとき、端末２２０は、基地局２００のサービス領域に含まれるので、直接リ
ンクを介して基地局２００から制御信号及び低速のデータを受信することもできる。
【００３０】
　他の例では、アップリンクの場合に、基地局２００は、中継局２１０を介して端末２２
０からの高速のデータを受信する。このとき、基地局２００は、直接のリンクを介して、
端末２２０から送信される低速のデータチャネルを受信することもできる。
【００３１】
　上述のように、中継方式を使用する無線通信システムにおいて、基地局、中継局、及び
端末は、互いに通信を行うことができる。このとき、端末と基地局とは、中継局を介して
データを送受信できる。
【００３２】
　また、端末と基地局とは、中継局を経ずに直接リンクを介してデータを送受信すること
もできる。このとき、中継局は、端末と基地局とが送受信するデータを聴取（listen）し
て確認することができる。
【００３３】
　上述のように、基地局は、端末又は中継局からアップリンクデータが提供されることが
できる。このとき、基地局は、端末と中継局のうち、データが受信される受信成功率の良
いノードを選択して、アップリンクデータを提供されることができる。
【００３４】
　また、基地局は、アップリンクデータのエラーを検出した場合に、端末と中継局のうち
、受信成功率又はチャネル状態を確認して、当該アップリンクデータの再送信データを提
供されるためのノードを選択することもできる。例えば、データを再送信する場合に、無
線通信システムは、下記の図３に示すように動作する。以下の説明では、基地局が中継局
からアップリンクデータとその再送信データを受信すると仮定して説明する。
【００３５】
　図３は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてアッ
プリンク信号を再送信するための手順を示している。
【００３６】
　図３に示すように、基地局３００は、端末３０４がアップリンクデータを送信するため
の資源に関するスケジューリング情報を、中継局３０２と端末３０４とに送信する（ステ
ップＳ３１１、ステップＳ３１３）。例えば、基地局３００は、中継局３０２と端末３０
４との両方にスケジューリング情報を送信するか、又は中継局３０２を介して端末３０４
にスケジューリング情報を送信する。
【００３７】
　他の実施の形態として、基地局３００は、端末３０４にのみスケジューリング情報を送
信することもできる。この場合には、中継局３０２は、基地局３００が端末３０４に送信
するスケジューリング情報を聴取して、端末３０４のアップリンクスケジューリング情報
を確認することができる。ここで、スケジューリング情報は、アップリンクデータを送信
するための資源を示す資源割り当て情報、ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏ
ｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）情報、スケジューリング情報に従ってアップリンクデータを送
信する端末の識別子情報、及びアップリンクデータの送信電力情報、を含む。
【００３８】
　中継局３０２と端末３０４とは、基地局３００から受信されたスケジューリング情報か
ら、端末３０４がデータを送信する時点及び資源割り当て情報を検出して確認する。
【００３９】
　その後、端末３０４は、スケジューリング情報に従ってアップリンクデータを送信する
（ステップＳ３１５、ステップＳ３１７）。例えば、端末３０４は、スケジューリング情
報に応じてデータを中継局３０２に送信する（ステップＳ３１５）。他の例では、端末３
０４は、中継局３０２を認識できずに基地局３００にデータを送信する（ステップＳ３１
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７）。このとき、中継局３０２は、スケジューリング情報に従って端末３０４が基地局３
００に送信したデータを聴取して確認する。
【００４０】
　中継局３０２は、端末３０４から受信されたデータのエラー検査を行う（ステップＳ３
１９）。例えば、中継局３０２は、受信データのエラーチェックコード（ＣＲＣ：Ｃｙｃ
ｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）を用いて、データのエラー検査を行う。
【００４１】
　このとき、基地局３００は、中継局３０２がアップリンクデータに対するエラー発生の
有無を報告できるように、スケジューリング情報を中継局３０２に送信する（ステップＳ
３２１）。すなわち、基地局３００は、端末３０４のアップリンクスケジューリング情報
に応じて、端末３０４がデータを送信する時点が分かる。したがって、基地局３００は、
端末３０４のデータ送信時点を考慮して、中継局３０２に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信
するためのスケジューリング情報を送信する。しかしながら、無線通信システムにおいて
エラー発生の有無を報告するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャネルが基地局３００と中継局３
０２との間で事前に設定された場合には、基地局３００は、中継局３０２にＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報を送信するためのスケジューリング情報を提供しなくてもよい。
【００４２】
　ここで、アップリンクデータにエラーが発生した場合には、中継局３０２は、基地局３
００にＮＡＣＫ情報を送信する（ステップＳ３２３）。
【００４３】
　基地局３００は、中継局３０２からのＮＡＣＫ情報を受信すると、端末３０４に、アッ
プリンクデータの再送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する（ステップＳ３２５）
。
【００４４】
　続いて、基地局３００は、端末３０４がエラーの発生したデータを再送信するためのス
ケジューリング情報を、中継局３０２と端末３０４とに送信する（ステップＳ３２７、ス
テップＳ３２９）。例えば、基地局３００は、中継局３０２と端末３０４との両方にスケ
ジューリング情報を送信するか、又は中継局３０２を介して端末３０４にスケジューリン
グ情報を送信する。
【００４５】
　他の実施の形態として、基地局３００は、端末３０４にのみスケジューリング情報を送
信することができる。このとき、中継局３０２は、基地局３００が端末３０４に送信する
スケジューリング情報を聴取して確認することができる。
【００４６】
　中継局３０２と端末３０４とは、基地局３００から受信したスケジューリング情報を用
いて、端末３０４がデータを再送信するための時点及び当該データ再送信に関する資源割
当情報を確認する。
【００４７】
　スケジューリング情報を確認した端末３０４は、当該スケジューリング情報に従ってデ
ータを再送信する（ステップＳ３３１、ステップＳ３３３）。例えば、端末３０４は、ス
ケジューリング情報に応じてデータを中継局３０２に再送信する（ステップＳ３３１）。
他の例では、端末３０４は、中継局３０２を認識できずに、基地局３００にデータを再送
信する（ステップＳ３３３）。この場合に、中継局３０２は、スケジューリング情報に応
じて端末３０４が基地局３００に再送信したデータを聴取して確認する。
【００４８】
　次に、中継局３０２は、端末３０４から受信された再送信データのエラー検査を行う（
ステップＳ３３５）。例えば、中継局３０２は、当該受信されたデータのエラーチェック
コードを用いて、データのエラー検査を行う。
【００４９】
　このとき、基地局３００は、中継局３０２が再送信データに対するエラー発生の有無を
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報告できるように、スケジューリング情報を中継局３０２に送信する（ステップＳ３３７
）。すなわち、基地局３００は、端末３０４のアップリンクスケジューリング情報に応じ
て、端末３０４がデータを送信する時点が分かる。したがって、基地局３００は、端末３
０４のデータ送信時点を考慮して、中継局３０２に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するた
めのスケジューリング情報を送信する。しかしながら、無線通信システムにおいてエラー
発生の有無を報告するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャネルが基地局３００と中継局３０２と
の間で事前に設定された場合には、基地局３００は、中継局３０２にＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報を送信するためのスケジューリング情報を提供しなくてもよい。
【００５０】
　ここで、アップリンクデータにエラーがない場合には、中継局３０２は、基地局３００
にＡＣＫ情報を送信する（ステップＳ３３９）。
【００５１】
　基地局３００は、中継局３０２からのＡＣＫ情報を受信すると、中継局３０２がアップ
リンクデータを送信するためのスケジューリング情報を、中継局３０２に送信する（ステ
ップＳ３４１）。また、基地局３００は、中継局３０２からのＡＣＫ情報を受信すると、
端末３０４にＡＣＫ情報を送信することもできる。
【００５２】
　中継局３０２は、スケジューリング情報に応じて端末３０４から受信された再送信デー
タを、基地局３００に送信する（ステップＳ３４３）。
【００５３】
　基地局３００は、中継局３０２から受信された再送信データのエラー検査を行う（ステ
ップＳ３４５）。例えば、基地局３００は、データのエラーチェックコードを用いて、デ
ータのエラー検査を行う。
【００５４】
　ここで、データにエラーがない場合には、基地局３００は、中継局３０２と端末３０４
とにＡＣＫメッセージを送信する（ステップＳ３４７、ステップＳ３４９）。例えば、基
地局３００は、中継局３０２と端末３０４との両方にＡＣＫメッセージを送信するか、又
は中継局３０２を介して端末３０４にＡＣＫメッセージを送信する。
【００５５】
　他の実施の形態において、基地局３００は、端末３０４にのみＡＣＫメッセージを送信
する。このとき、中継局３０２は、基地局３００が端末３０４に送信するＡＣＫメッセー
ジを聴取して、基地局３００に送信されたデータにエラーがないことを確認する。また、
中継局３０２は、基地局３００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又はデータを再送
信するためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局３００に送信されたデータ
にエラーがないものとみなす。
【００５６】
　上述のように、基地局が中継局を介して端末のアップリンクデータを受信する場合に、
中継局は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを用いて、端末から受信されたデータのエラー発
生の有無を基地局に報告する。例えば、中継局は、端末から受信されたデータにエラーが
発生すると、基地局にＮＡＣＫメッセージを送信する。また、中継局は、端末から受信し
たデータにエラーがない場合には、基地局にＡＣＫメッセージを送信する。
【００５７】
　このとき、基地局は、中継局からＡＣＫ情報が受信されると、ＡＣＫ情報に対応するデ
ータのためのスケジューリング情報を中継局に送信して、当該データを中継局から受信す
る。
【００５８】
　一方、基地局は、中継局からＮＡＣＫ情報が受信されると、ＮＡＣＫ情報に対応するデ
ータのためのスケジューリング情報を端末に送信して、データの再送信を要請する。
【００５９】
　中継局は、端末から受信されたデータに対するエラー発生の有無を基地局に報告するた
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めに、基地局から受信されたスケジューリング情報に応じてＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を基地
局に送信する。このとき、中継局は、エラー発生の有無を報告するために定義された物理
チャネルを用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を基地局に送信できる。また、中継局は、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報を、制御メッセージの情報要素に含めて、基地局に送信することもでき
る。また、中継局は、データと共に送信可能なＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）サブヘッダ（ｓｕｂ　ｈｅａｄｅｒ）又はＭＡＣヘッダにＡＣＫ／ＮＡＣＫ
情報を含めて、基地局に送信することもできる。ここで、中継局が物理チャネルを使用す
る場合に、基地局は、物理チャネルに対するスケジューリング情報を中継局に提供しなけ
ればならない。しかしながら、物理チャネルが基地局と中継局との間で事前に設定された
場合には、基地局は、物理チャネルに対するスケジューリング情報を中継局に提供しなく
てもよい。また、中継局が制御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、ＭＡＣヘッダを使用する
場合に、中継局は、該基地局から受信されたスケジューリング情報に従って、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報を基地局に送信する。
【００６０】
　このとき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するメッセージは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送
信する中継局のＩＤ情報、中継局にデータを送信した端末のＩＤ情報、端末から受信され
たデータブロックを区分（識別）するための固有のシーケンス値情報、シーケンス値に応
じるデータブロックのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を表す指示情報、を選択的に含む。
【００６１】
　無線通信システムの再送信技法は、大きく、ＭＡＣ階層で運用されるＭＡＣ再送信技法
と、物理階層（ＰＨＹ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）で運用されるＰＨＹ再送信技法
と、の２つがある。ここで、ＰＨＹ再送信技法をＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ）と称
することもある。
【００６２】
　中継局がＭＡＣ再送信技法を使用する場合には、中継局は、制御メッセージ又はＭＡＣ
サブヘッダ又はＭＡＣヘッダを用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を基地局に送信することが
できる。このとき、制御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、及びＭＡＣヘッダは、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報を送信する中継局に割り当てられた接続識別子情報（コネクションＩＤ）、
中継局にデータを送信した端末に割り当てられた接続識別子情報、端末から受信されたデ
ータブロックを区分（識別）するための固有のシーケンス値を表すＢＳＮ（Ｂｌｏｃｋ　
Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）情報、ＡＲＱ種類情報、及びＢＳＮに応じるデータブ
ロックについてのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を表す指示情報を表すためのビットマップ情報、
を含んで構成される。
【００６３】
　一方、中継局がＰＨＹ再送信技法を使用する場合には、中継局は、データのエラー発生
の有無を報告するために定義された物理チャネル、制御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、
又はＭＡＣヘッダを用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を基地局に送信できる。このとき、制
御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、及びＭＡＣヘッダは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を基地局
に送信する中継局に割り当てられた接続識別子情報、中継局にデータを送信した端末に割
り当てられた接続識別子情報、端末から受信されたデータブロックの固有のシーケンス値
を表すためにＨＡＲＱデータチャネルの固有番号を表すＡＣＩＤ（ＨＡＲＱ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　ＩＤ）情報、ＡＣＩＤ内でサブデータブロックの固有番号を表すＳＰＩＤ（Ｓｕｂ
　Ｐａｃｋｅｔ　ＩＤ）情報、データが再送信されたかを表すＡＩ＿ＳＮ（ＡＲＱ　Ｉｄ
ｅｎｄｉｆｉｅｒ＿Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）情報、ＡＲＱ種類情報、データブ
ロックのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を表す指示情報を表すためのビットマップ情報、を含んで
構成される。
【００６４】
　中継局がＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を、物理チャネルを介して送信する場合に、中継局は、
端末から受信された各々のデータブロックに対して、基地局により定められた規則に従う
か、又は基地局が端末に送信したアップリンクデータのスケジューリング情報に従って、
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ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を、ビットマップに配列して送信する。
【００６５】
　上述のように、ＨＡＲＱを使用する場合、基地局は、端末から受信されたアップリンク
データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を中継局が送信するための資源を割り当てなければ
ならない。例えば、基地局は、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ標準に定義されたアップリンク
マップに含まれた情報要素のうち、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ領域の割り当て情報要素と同じ形態
の情報要素を使用して、中継局のためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報領域を割り当てる。すなわ
ち、基地局は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ領域の割り当て情報要素の拡張－２　ＵＩＵＣフィール
ドを他の値に変更することで、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ領域の割り当て情報要素が中継局のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報領域についての資源割り当て情報を含んでいることを示すように設定す
る。
【００６６】
　また、基地局は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ標準に定義されたＵＣＤメッセージに新たな
情報を追加することにより、中継局がＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を基地局に送信するための時
点情報を中継局に送信する。
【００６７】
　例えば、基地局は、中継局が端末からデータを受信した時点でｋフレーム後にデータに
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信することを要求するスケジューリング情報を、中継局
に送信する。すなわち、中継局がｊ番目の物理フレームを介して端末からアップリンクデ
ータを受信する場合に、中継局は、ｊ＋ｋ番目のフレームでＨＡＲＱ　ＡＣＫ領域割り当
て情報要素を介して割り当てられた資源を用いて、端末から受信されたデータのＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報を基地局に送信する。
【００６８】
　以下、中継方式を使用する無線通信システムにおいてアップリンクデータの再送信を行
う基地局の動作について説明する。
【００６９】
　図４は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいて、ア
ップリンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示している。
【００７０】
　図４を参照すると、まず基地局は、ステップＳ４０１において、端末がアップリンクデ
ータを送信するためのスケジューリング情報を、中継局と端末とに送信する。例えば、基
地局は、端末のスケジューリング情報を中継局と端末との両方に送信するか、又は中継局
を介して端末に送信する。他の実施の形態において、基地局は、端末にのみスケジューリ
ング情報を送信する。このとき、中継局は、基地局が端末に送信するスケジューリング情
報を聴取して、端末のアップリンクスケジューリング情報を確認することができる。
【００７１】
　端末のアップリンクスケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップＳ４０３
に進んで、中継局がＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報
を、中継局に送信する。このとき、基地局は、端末が中継局にデータを送信する時点を考
慮して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージのためのスケジューリング情報を中継局に送信する
。ここで、基地局は、中継局との間でＡＫＣ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのチャ
ネルが予め設定されている場合には、スケジューリング情報を送信しなくてもよい。
【００７２】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップＳ４０５に進んで中継局から
ＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する。このとき、基地局は、エラー発生
の有無を報告するために定義された物理チャネルを介してＡＣＫメッセージを受信するか
、又は制御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、又はＭＡＣヘッダに含まれたＡＣＫメッセー
ジを確認する。
【００７３】
　ここで、ＡＣＫメッセージではなくＮＡＣＫメッセージが受信されている場合には、基
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地局は、ステップＳ４１５に進んで、端末にアップリンクデータの再送信を要請するＮＡ
ＣＫメッセージを送信する。続いて、基地局は、ステップＳ４０１に戻って、当該データ
を再送信するためのスケジューリング情報を、中継局と端末とに送信する。
【００７４】
　一方、ＡＣＫ情報が受信されている場合には、基地局は、ステップＳ４０７に進んで、
中継局にアップリンクデータを送信するためのスケジューリング情報を送信する。これと
同時に、基地局は、ＡＣＫメッセージを端末に送信することもできる。
【００７５】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップＳ４０９に進んで、スケジュ
ーリング情報に従って中継局からデータを受信する。
【００７６】
　データが受信されると、基地局は、ステップＳ４１１に進んで中継局から受信したデー
タのエラーを確認する。例えば、基地局は、エラーチェックコードを用いてデータのエラ
ーを検査する。
【００７７】
　ここで、データにエラーが発生した場合には、基地局は、ステップＳ４１７に進んで、
データの再送信を要請するＮＡＣＫメッセージを中継局に送信する。以後、基地局は、ス
テップＳ４０７に進んで、中継局にデータを再送信するためのスケジューリング情報を送
信する。
【００７８】
　一方、データにエラーが発生していない場合には、基地局は、ステップＳ４１３に進ん
で、中継局又は端末にＡＣＫメッセージを送信する。例えば、基地局は、中継局と端末の
両方にＡＣＫメッセージを送信するか、又は中継局にのみＡＣＫメッセージを送信する。
また、基地局は、端末にのみＡＣＫメッセージを送信することもできる。
【００７９】
　その後、基地局は、本アルゴリズムを終了する。
【００８０】
　上述のように、基地局は、受信されたデータのエラーを検知した場合に、中継局又は端
末に、データに対する再送信手順を行う。このとき、基地局は、再送信を行うための有効
時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【００８１】
　上述した実施の形態において、基地局は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージの送信のための
スケジューリング情報と、アップリンクデータの送信のためのスケジューリング情報と、
を中継局に送信する。他の実施の形態においては、中継局が制御メッセージ、ＭＡＣサブ
ヘッダ又はＭＡＣヘッダを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する場合に、基地局は、ア
ップリンクデータの送信のためのスケジューリング情報にＡＣＫ又はＮＡＣＫ情報の送信
のためのスケジューリング情報を含めて送信する。
【００８２】
　以下は、中継方式を使用する無線通信システムにおいてアップリンクデータの再送信を
行う中継局の動作について説明する。
【００８３】
　図５は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてアッ
プリンク信号を中継する中継局の動作手順を示している。
【００８４】
　図５を参照すると、まず中継局は、ステップＳ５０１において端末のアップリンクスケ
ジューリング情報を確認する。例えば、中継局は、基地局から端末のアップリンクスケジ
ューリング情報を受信するか、又は基地局が端末に送信するアップリンクスケジューリン
グ情報を聴取して確認する。
【００８５】
　端末のスケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップＳ５０３に進んで、当
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該スケジューリング情報に従って端末からデータが受信されているか否かを確認する。
【００８６】
　ここで、一定時間の間に端末からデータが受信されないと、中継局は、ステップＳ５０
１に戻って端末のアップリンクスケジューリング情報を再度確認する。
【００８７】
　一方、端末からデータが受信されると、中継局は、ステップＳ５０５に進んで、基地局
から受信された、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報を
確認する。
【００８８】
　かかるスケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップＳ５０７に進んで、受
信データのエラーを確認する。例えば、中継局は、エラーチェックコードを用いてデータ
のエラーを確認する。ここで、中継局は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するための
スケジューリング情報確認手順（ステップＳ５０５）と受信データのエラー確認手順（ス
テップＳ５０７）との順序を変えて行うこともできる。
【００８９】
　ここで、端末から受信したデータにエラーが発生すると、中継局は、ステップＳ５１７
に進んで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に従って
、基地局にＮＡＣＫメッセージを送信する。このとき、中継局は、エラー発生の有無を報
告するために定義された物理チャネル、制御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、又はＭＡＣ
ヘッダを用いて、ＮＡＣＫメッセージを送信する。
【００９０】
　その後、中継局は、ステップＳ５０１に戻って端末のアップリンクスケジューリング情
報を確認する。
【００９１】
　一方、端末から受信したデータにエラーがない場合には、中継局は、ステップＳ５０９
に進んで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に従って
、基地局にＡＣＫメッセージを送信する。このとき、中継局は、エラー発生の有無を報告
するために定義された物理チャネル、制御メッセージ、ＭＡＣサブヘッダ、又はＭＡＣヘ
ッダを用いて、ＡＣＫメッセージを送信する。
【００９２】
　ＡＣＫメッセージを送信した後、中継局は、ステップＳ５１１に進んで、基地局から受
信された、アップリンクデータを送信するためのスケジューリング情報を確認する。
【００９３】
　かかるスケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップＳ５１３に進んで、当
該スケジューリング情報に従って、端末から受信されたデータを基地局に送信する。
【００９４】
　かかるデータを送信した後、中継局は、ステップＳ５１５に進んで、基地局から再送信
要請信号が受信されているかを確認する。ここで、再送信要請信号は、ＮＡＣＫメッセー
ジ又はデータを再送信するためのスケジューリング情報を表す。
【００９５】
　ここで、基地局から再送信要請信号が受信されている場合には、中継局は、ステップＳ
５１１に戻って、基地局から受信された、データを再送信するためのスケジューリング情
報を確認する。例えば、中継局は、基地局からＮＡＣＫメッセージが受信されると、基地
局に送信したデータにエラーが発生したと認識して、基地局から受信された、データを再
送信するためのスケジューリング情報を確認する。
【００９６】
　一方、基地局から再送信要請信号が受信されていない場合には、中継局は、本アルゴリ
ズムを終了する。例えば、中継局は、基地局から再送信要請信号ではないＡＣＫメッセー
ジが受信されている場合には、本アルゴリズムを終了する。ここで、中継局は、基地局が
送信するＡＣＫメッセージを直接受信するか、又は基地局が端末に送信するＡＣＫメッセ
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ージを聴取して確認することもできる。
【００９７】
　他の実施の形態において、中継局は、一定時間の間に基地局から再送信要請信号が受信
されないと、基地局に送信したデータにエラーがないとみなして、本アルゴリズムを終了
する。
【００９８】
　上述のように、中継局は、基地局の再送信要請に応じてデータの再送信手順を行う。こ
のとき、中継局は、再送信を行うための有効時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【００９９】
　無線通信システムでは、図６に示すように、ＡＣＫ又はＮＡＣＫ情報を送信するための
領域を含むように、中継サービスを支援するためのフレームが構成される。
【０１００】
　図６は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ信号を送信するためのフレームの構成を示している。
【０１０１】
　図６に示すように、フレーム６００は、ダウンリンクサブフレーム６１０とアップリン
クサブフレーム６２０とで構成される。
【０１０２】
　ダウンリンクサブフレーム６１０の間に、基地局は、当該ダウンリンクサブフレーム６
１０の一部領域を割り当てられて、中継局と端末とにダウンリンクデータを送信する。ま
た、中継局は、ダウンリンクサブフレーム６１０の他の一部領域を割り当てられて、端末
にダウンリンクデータを送信する。
【０１０３】
　このとき、基地局は、ダウンリンクサブフレーム６１０の第１領域６１１を割り当てら
れて、端末から受信されたアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する
。また、基地局は、ダウンリンクサブフレーム６１０の第２領域６１３を割り当てられて
、中継局から受信されたアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する。
【０１０４】
　アップリンクサブフレーム６２０の間に、端末は、当該アップリンクサブフレーム６２
０の一部領域を割り当てられて、基地局と中継局とにアップリンクデータを送信する。ま
た、中継局は、アップリンクサブフレーム６２０の他の一部領域を割り当てられて、基地
局にアップリンクデータを送信する。
【０１０５】
　このとき、端末は、アップリンクサブフレーム６２０の第１領域６２１を割り当てられ
て、基地局から受信されたダウンリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する
。
【０１０６】
　中継局は、アップリンクサブフレーム６２０の第３領域６２５を割り当てられて、基地
局から受信されたダウンリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する。また、
中継局は、アップリンクサブフレーム６２０の第２領域６２３を割り当てられて、端末か
ら受信されたアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を、基地局に送信する。
ここで、中継局は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのため別途の物理チャネル、制御メッセージ、ＭＡ
Ｃサブヘッダ、ＭＡＣヘッダを用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信することができる。
【０１０７】
　以下は、上述した無線通信システムにおいてデータの再送信を行う基地局、中継局、及
び端末のブロック構成について説明する。ここで、基地局、中継局及び端末は、同様に構
成されるので、下記の図７に示すような中継局のブロック構成のみを説明する。したがっ
て、基地局と端末のブロック構成についての説明は省略する。
【０１０８】
　図７は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおける中継
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局のブロック構成を示している。
【０１０９】
　以下の説明において送信部７００と受信部７２０とは、互いに異なるアンテナを使用す
るものと仮定して説明するが、送信部７００と受信部７２０とは、一つのアンテナを使用
（共有）することもできる。
【０１１０】
　図７に示すように、中継局は、送信部７００、受信部７２０、及び、送信部７００と受
信部７２０とが共有するＡＲＱ制御機７４０、ＡＲＱ状態管理部７５０、ＡＲＱタイマー
７６０及びチャネル推定器７７０を備えて構成される。
【０１１１】
　まず、送信部７００は、データ生成部７０１、チャネル符号器７０３、ＣＲＣ生成器７
０５、変調器７０７、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎ
ｓｆｏｒｍ）演算器７０９、及びＲＦ処理器７１１を備えて構成される。
【０１１２】
　データ生成部７０１は、第１データキュー７１３に格納されたデータとメッセージ生成
器７１７で生成された制御メッセージとをＳＤＵ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ
）生成器７１５で集めることにより、物理階層で送信するための一つのデータを生成する
。ここで、メッセージ生成器７１７は、受信部７２０を介して端末から受信されたデータ
にエラーがないと、基地局に送信するためのＡＣＫ制御メッセージを生成する。一方、当
該データにエラーが発生した場合には、メッセージ生成器７１７は、基地局に送信するた
めのＮＡＣＫメッセージを生成する。ここで、メッセージ生成器７１７は、エラー発生の
有無を報告するために定義された物理チャネルに送信するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセ
ージを生成するか、又は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を含む制御メッセージ或いはＭＡＣサブ
ヘッダ又はＭＡＣヘッダを生成する。このとき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ、制御メッ
セージ、ＭＡＣサブヘッダ、ＭＡＣヘッダは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する中継局の
ＩＤ情報、端末から受信されたデータブロックのうち、ＡＣＫ又はＮＡＣＫ情報に対応す
るデータブロックを区分するための固有のシーケンス値情報、シーケンス値に応じたデー
タブロックのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を表す指示情報を含む。
【０１１３】
　チャネル符号器７０３は、データ生成部７０１から受信したデータを、予め定められた
変調水準（例：ＭＣＳレベル）に応じて符号化する。ＣＲＣ生成器７０５は、エラー検出
コードを生成し、該生成されたコードを、チャネル符号器７０３から受信されたデータに
追加して出力する。
【０１１４】
　変調器７０７は、ＣＲＣ生成器７０５から受信されたエラー検出コードが追加されたデ
ータを、該当変調水準（例：ＭＣＳレベル）に応じて変調して出力する。
【０１１５】
　ＩＦＦＴ演算器７０９は、変調器７０７から受信された周波数領域データを逆高速フー
リエ変換して時間領域信号に変換する。
【０１１６】
　ＲＦ処理器７１１は、ＩＦＦＴ演算器７０９から受信されたベースバンド信号を高周波
（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号に変換し、該ＲＦ信号を、アンテナを介して基
地局又は端末に送信する。
【０１１７】
　次に、受信部７２０は、ＲＦ処理器７２１、ＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒ
ａｎｓｆｏｒｍ）演算器７２３、復調器７２５、ＣＲＣ除去器７２７、チャネル復号器７
２９、及びデータ処理部７３１を備えて構成される。
【０１１８】
　ＲＦ処理器７２１は、基地局又は端末からアンテナを介して受信された高周波信号をベ
ースバンド信号に変換して出力する。
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【０１１９】
　ＦＦＴ演算器７２３は、ＲＦ処理器７２１から受信された時間領域信号を高速フーリエ
変換して、周波数領域信号に変換する。
【０１２０】
　復調器７２５は、ＦＦＴ演算器７２３から受信された信号を、予め定められた変調水準
に応じて復調して出力する。このとき、復調器７２５は、復調された信号をＣＲＣ除去器
７２７とチャネル推定器７７０とに出力する。
【０１２１】
　ＣＲＣ除去器７２７は、復調器７２５から受信された復調された信号のエラー検出コー
ドを確認することにより、当該復調された信号のエラー発生の有無を判断する。このとき
、ＣＲＣ除去器７２７は、復調器７２５から受信された信号から、エラー検出コードを除
去する。
【０１２２】
　チャネル復号器７２９は、ＣＲＣ除去器７２７から受信されたエラーのない信号を、該
当変調水準に応じて復号して出力する。
【０１２３】
　データ処理部７３１のＳＤＵ処理器７３５は、チャネル復号器７２９から受信された物
理階層信号から、データと制御メッセージとを分離する。その後、ＳＤＵ処理器７３５は
、データを第２データキュー７３７に提供して格納し、制御メッセージは、メッセージ処
理部７３３に提供して復号して確認する。ここで、第１データキュー７１３と第２データ
キュー７３７とは、同じデータキューとすることも可能である。ここで、メッセージ処理
部７３３は、基地局からＮＡＣＫメッセージが受信されると、ＡＲＱ制御機７４０にＮＡ
ＣＫメッセージの受信を通知する。
【０１２４】
　ＡＲＱ状態管理部７５０は、再送信されたデータに対するＡＲＱ状態を管理する。ＡＲ
Ｑタイマー７６０は、中継局の再送信のための有効時間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ）を管理す
る。
【０１２５】
　ＡＲＱ制御機７４０は、ＡＲＱ状態管理部７５０及びＡＲＱタイマー７６０と連動して
、中継局のＡＲＱにおける全般的な動作を制御する。このとき、ＡＲＱ制御機７４０は、
送信部７００のデータ生成部７０１、チャネル符号器７０３及びＣＲＣ生成器７０５と通
信しつつ、再送信を制御する。例えば、受信部７２０を介して基地局から再送信要請が受
信されると、ＡＲＱ制御機７４０は、第１データキュー７１３に格納された端末から受信
されたデータを、チャネル状態に応じて符号化し、エラー検出コードを挿入し、基地局に
再送信されるように制御する。
【０１２６】
　また、ＡＲＱ制御機７４０は、受信部７２０のデータ処理部７３１、チャネル復号器７
２９及びＣＲＣ除去器７２７と通信しつつ、再送信を制御する。例えば、ＣＲＣ除去器７
２７で受信データにおけるエラーが検知された場合に、ＡＲＱ制御機７４０は、基地局に
送信するためのＮＡＣＫメッセージを生成するように、メッセージ生成器７１７を制御す
る。
【０１２７】
　また、ＡＲＱ制御機７４０は、再送信手順を行っている最中に、ＡＲＱタイマー７６０
から有効時間終了メッセージを受信すると、当該再送信手順を終了する。
【０１２８】
　上述した実施の形態は、一つの中継局を用いて中継サービスを提供する無線通信システ
ムを例に挙げて説明したが、多重ホップ中継方式の無線通信システムであっても、適用す
ることができ、同様に動作できる。
【０１２９】
　上述のように、本発明の実施の形態によれば、中継方式を使用する無線通信システムの
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中継局が、端末から受信したアップリンク信号に対するエラー発生の有無を基地局に報告
して自動再送信要請（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒ
ｅＱｕｅｓｔ）を行うことによって、基地局が中継局からエラーのない信号のみを受信し
て、無線資源の浪費を減少することができるという利点がある。
【０１３０】
　上述した本発明の好ましい実施の形態は、例示の目的のために開示されたものであり、
本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者であれば、本発明の技術的思想
を逸脱しない範囲内で、様々な置換、変形、及び変更が可能であり、このような置換、変
更などは、特許請求の範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１】従来の技術による無線通信システムの再送信手順を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムの構成を示す図
である。
【図３】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてアップ
リンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてアップ
リンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてアップ
リンク信号を中継する中継局の動作手順を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおいてＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号を送信するためのフレームの構成を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおける中継局
のブロック構成を示す図である。
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【図５】 【図６】
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